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弊社紹介～ビジョン
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～北海道のための総合商社～

当社は北海道に眠る価値の高い農畜水産物、食品、日用
品、工業製品や知的財産物等を掘り起こし、海外市場の
開拓を通じ、ふるさと北海道経済の活性化を目指します



弊社紹介～代表ご挨拶
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弊社紹介～会社概要
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弊社紹介～代表者経歴
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天間 幸生（てんま ゆきお）
1972年生まれ 青森県出身
日本大学 農獣医学部卒

1995年4月 みちのく銀行入行。
2007年4月 ハバロフスク支店長。
2008年9月 北海道銀行入行
2012年4月 北海道銀行ユジノサハリンスク駐在員事務所副所長
2014年3月 北海道銀行ウラジオストク駐在員事務所長
2015年12月 北海道総合商事株式会社代表取締役就任

～現在に至る



弊社紹介～講演者経歴
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伊藤 彰浩（いとう あきひろ）
1983年生まれ 北海道出身
小樽商科大学 社会情報学科卒

2006年4月
北海道銀行入行。

2014年4月
バンコクカシコン銀行出向。

2017年7月
北海道総合商事㈱出向。

2019年5月
北海道総合商事㈱
常務執行役員就任。

～現在に至る



食品輸出～ロシア
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日本食品の輸出拡大に向けた取組（ロシア）

１

• 北海道産加工品、農産品、水産品の

輸出入

２

• 日本産品を活用した現地外食店にお

けるマーケティングイベントの実施

３

• 欧露地域における販売先拡大に向け

たスーパーマーケットイベント実施



日用品輸出～ロシア
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ロシア向けメイドインジャパン日用品の販売拡大

１

• ロシア全土に広がるロシアポスト店舗網での販売

• ＥＣへの展開

２

• ウラジオストク中央郵便局を弊社にて改装

• アンテナショップとしての機能拡大へ

３
• 日本を代表する美顔器のロシア総代理店に



日用品輸出～ロシア郵便との取組み
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＜ロシア郵便局との基本売買契約の締結＞
ロシアの郵便局は店舗内に簡易な食品や生活用

品を販売するスペースを有しており、弊社は日本
産品をロシア郵便局へ販売出来ます。

ロシア郵便局との連携による日本商品の販売拡大
◆ロシア全国にある郵便支局42,000店舗のうち、
2019年3月時点で6,200店舗まで日本商品の取り
扱いを拡大中。

◆シャンプーやフェイスマスク、衣料用・キッチ
ン用洗剤などの生活用品がメイン。

◆今後は日本郵便と連携し、ECへの展開を目指す。

☜ ウラジオストク中央郵便局で展示される日本産品



穀物・野菜輸入～ロシア
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ロシアからの輸入拡大に向けての取り組みについて

１

• 大豆、とうもろこし、小麦などの

穀物

２

• ニンジン、玉ねぎ、かぼちゃなど

のカット野菜

３
• ウニ等の海産物



外食業支援～日本食文化の輸出
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飲食業進出支援～ウラジオストク・モスクワ

１
居酒屋出店支援

２
ラーメン店出店支援

３
欧露地域における外食出店支援



外食業支援～日本食文化の輸出
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居酒屋 「炎」～ウラジオストク 2017年4月オープン



外食業支援～日本食文化の輸出
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ラーメン店 ～ウラジオストク 2017年9月オープン



外食業支援～日本食文化の輸出
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松屋 ～ モスクワ 2019年3月 仮オープン



外食業支援～日本食文化の輸出
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今後の外食店進出支援について

• 海外の日本食レストランは、日本の食文化

の発信や輸出促進を図る重要な拠点。

• モスクワとサンクトペテルブルクの両都市

で日本食店の店舗数は2,500店舗を超える。

• モスクワ・シティ内に「和食会館」を設置

し、１フロアを日本食店にする計画。

モスクワ・シティのビル群

出所：ロシア各地の飲食店の最新情報サイト「日本料理店」



技術の輸出～ロシア・モンゴル・ベトナム
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日本技術の輸出拡大に向けた取組（ロシア・モンゴル・ベトナム）

１

•日本の寒冷地技術が盛り込まれた温室栽培施設の拡充

•無煙小型焼却炉を提案

２

•ヤクーツクにおける温室栽培施設建設の取組が評価

•モンゴル向けの農業資材輸出開始

３

•ベトナムにおける温室栽培を開始。「メイドバイジャ

パニーズ」による高糖度トマトの栽培・販売



試験温室の取り組み 【2015年】
・サハ共和国政府系金融機関であるアルマーズエルギエン銀行から北
海道銀行へ温室建設支援の依頼があった。

☛冬場最低気温－64度になる極寒地であること
☛永久凍土の上に温室を建設すること
☛温室農業技術者が不在であること
☛光合成に必要な日射量が12月1か月で9時間しかないこと

【2016年】
・1000㎡のテスト温室建設
【2017年】
・第二期工事1haの建設手続き開始
※弊社は北海道の温室業者ホッコウと共に温室資材提供
【2018年】
・第二期工事（1ha）着工
【2019年】
・第二期工事（1ha）完成
・第三期工事前半（0.8ha）完成予定
【2020年】
・第三期工事後半（1.2ha）完成予定
※ 合計3haの温室本格稼働予定

ヤクーツク温室プロジェクト
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サハ共和国温室プロジェクト完了後のイメージ

18



第３期工事 2019年～2020年
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第２期工事：10,000m2(完成)

第３期工事：8000m2 (2019年)

第３期工事：12000m2 (2020年予定)

第1期工事：
1,000m2(完成)
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サハ共和国における一般・産業廃棄物リサイクルプロジェクトについて

21

➢ 2018年5月、ヤクーツクのZHILKOMSERVIC社と共に、医療廃棄物を安全に焼却処
分出来る小型の無煙焼却炉の稼働試験を完了。

➢ 許認可取得手続き中であり、取得後に、サハ共和国内に点在する各村に提案を行い、
ごみ処理の課題解決に取り組む予定。

メーカー名 株式会社御池鐵工所

目的 • 廃棄物のリサイクル率の極大化

• 廃棄物の埋立処分量の減量化

主なリサイクル品 紙類、ポリマー類、金属、木材 等

計画処理量 250t/日

設置面積 95m × 45m（広さ 約4,275㎡）

検討中ごみ選別機の写真

➢ 2018年6月、一般・産業廃棄物リサイクル事業取組に向けたＭＯＵを締結。

➢ 2018年9月、上記プロジェクト実現に向け、解決可能な技術を有する三光株式会社
（鳥取県）を交えたＭＯＵを締結。

➢ 現在、ファイナンススキームを含めた検討を行うため、国際協力銀行を交えて交渉中。

これまでの経緯

リサイクルＰ

Point
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プロジェクト事業背景及び今後の予定
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ＭＯＵについて ➢ 2018年12月、ヤクーツク空港との間で「国際ターミナル再建（修復）プロジェクト実
現協力覚書」を締結し、協力して事業を進めていくことを合意。

今後の予定

背景

➢ サハ共和国ヤクーツク空港国際ターミナルの改修工事において、ヤクーツク空港から日
本の設計及び設備更新にかかる提案の打診を受ける。

➢ プロジェクト予算規模はおおよそ25億円程度。

➢ 改修工事の内容は、「顧客の動線をスムーズに行える設計」から「チェックインカウンター
システム」、「安全管理用センサー」、「荷物の通関制御用センサー」ならびに「飛行機
の着氷を防ぐための装置」なども含む予定。

スケジュール 内容

2019年 設計案・見積もり

2020年 着工

2021年 設備導入

2022年 稼働



技術の輸出～ロシア水産関連

23

日本技術の輸出拡大に向けた取組（ロシア水産関連）
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